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バリン⑳斑ス鉱床

はじめに

目ソ友好ムｰドの波が次第に現実のものとなりつつあ

る昨今でほ両国の経済向上のために相互協力体制を

ととのえるべくすでにソ連側ではネステロス氏を団

長とする代表団カ…来日し現在目ソ経済合同委員会が

開催されている｡

これに先立って2月22目付朝刊には各紙いっせいに

北サノ･リンのオノ､ガス田の開発に関しほぼ次のように

報じていた｡採掘設備やパイプライン(約1億ドル)

を10年～15年程度の長期延べ払いで日本か輸出しその

見返りとして天然ガスの長期引取り(年間約20億m3

1m3あたり約1セント)を行なうというPS(生産物分与)

方式を取り決めるため早ければ今夏中に日本の技術調

査団が現姐におもむき埋蔵量や積出し港の状況を調査

すると.戦前には北樺太石油会社の手により相当

調査が進められていたが戦中戦後の混声L期に資料が逸

散し一部の公表論文をのぞけば当時の資料は皆無に

近い状態にあると思われるので当時調査にあたられ

た方々も含めて現在のサハリンの地質調査の進展状況

鉱床の開発状況などに興味をもたれる方々が多いと考

えている.筆者は現在目本科学技術情報センタｰに

勤務しており海外諸国の科学論文の抄録業務にたずさ

わっている関係もあってこの問題に関心を寄せていた

一人であるがたまたま一昨年1961年に出版された

``ソ遡邦の野ス鉱床"と題する出版物(肩油および燃料関

係の国立科学技術文献開版局レニングマｰト支部から発行され

たもので総べ一ジ数747.内容はまえがきに始まリン連

邦全体のガス資源の概略ガス鉱床の特徴を総括した後各共和

国自治共和国州(この行政区画単位で一章を設けているのは

ガスの多産する地域)別に各鉱床を記述しているlVGワシ

リエフ監修によりKAべ一ロブVGワシリエフND

イリンNS工1コフェｰエフSTコロトコフMSリボフ

YuPミロンチェワATムラトｰワ亙LロジュコフV

Iスタロセリスキｰが執筆している)を読む機会に恵まれ

当時サハリン州の章についてはメモをとっておいた

のでこの機会に1961年当時までに解明されたサノ･リ

ンの第三系白亜系の層序関係構造ガス鉱床の開発

状況などを原文にしたがって紹介したいと思う.

矢部之男

開発吏の概略

サノ'リン島の石油･天然ガス鉱床に関する研究は18

89年鉱山技師AFバツェビツチが本島北部の東部沿

岸の含油性を解明すべくナビスキｰおよびオハ地区を訪

れた時に始まる.この調査結果でかれは砂泥互層

(中新統)が発達していることは石油鉱床の存在にと

って好都合な事実であるという正しいごく重要な緒論を

導いた.､

GIゾトｰブィによりナビリスキｰ地区で行なわれ

た最初の試錐は好結果が得られなかったのでしばら

くはサハリン地域の石油に対する関心力茎弱まった.

1907年地質委員会により地質学的研究が委託され

た.1908年から1911年にかけて地質委員会の委託に

よりEEアｰネノレトNNチホノビシチPNポ

ｰレボイの指導の下に地質調査が行なわれた.1923年

可採鉱量に達する石油が始めて島の北部オノ･地区で得

られた.その後目本の占領から北サハリンが解放さ

れたので全ソ連邦地質委員会により北サハリンに対す

る計画的な研究が始められSPミロノフNAクド

リャブツェフAPコスイギンANクリシュトホ

ヒッチその他力士これに参加した.

石油鉱床の探査試掘採掘に関連する事業を行なう

ため1927年サハリン石油トラストが設立された.

1929年以降含油ガス性と関係するサハリンの地質構

造の研究についての全事業は石油地質探査研究所(VNI

GRI)に委任された.1923年から1950年にかけてサ

ハリン最大の石油鉱床:オノ'(1923)エノ･ビ(1937)

東エノ･ビ(1947)その他が探査採掘された.1954年

にはユルリ｡ガス鉱床が1957年には大規模なトゥンゴ

ｰル･ガス石油鉱床が開発された.

堀序

サノ･リンの地質構造には古生界白亜系第三系が

関係している.

古生界は各種の結晶片岩珪岩砂岩チャｰト石

灰岩その他の岩石からなっている.これらの岩石は

デボン～二畳｡石炭紀のものと考えられる.最下位の

高度変成岩類はおそらく原生代のものであろう.

白亜系はおもに砂岩泥岩からなり噴出岩や凝灰質

岩は少なくその層厚は5,000～7,000mである.�
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第1表北サハリンの第三系の対比表
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第1図サハリンの構造

図(SNアレタセイチ

タIGグリンベルク

1957年海らび一こSNア

レタセイチタ1959年の

補遺による)

ト束サハリン複背斜

II`酉サハリン複背斜

工II一中央サハリン複向

斜

IV一背斜福山

V一局部的重力異常域

VI一背斜摺蝕軸

VIIF実在断層

V工Iト確定蕨層

.IX一新生代累層灘より

なる摺的地域

X一古生界橘鵡地域

Xト白亜系摺山地域

xII一第三素の推定曇大

堆積地域

XIII一第三系の是犬堆積

地域

1:ニニクラソフカ

2:東エハビ

3:ランゲリｰ

4:ポリシュレチュシ

スク

5:ギルギラニィ

6:オッソイ

7…恭キビ

8:ダギ

第三系は白亜系を平行不整合か傾斜不整合におおって

v･る.オハ～エハビ地区では第三系はダエブリエ

(DaekhrieFormation(プレシャコフ1932)山の名に由来

する)層(漸新統上部および中新統下部)ウィナ(Uina

Fomation命名者不明)およびダギ(Dagi亙0mation

プレシャコフ1932川の名に由来する)層(中新統下都

および中部)オ･!ビカイ(OkobykaiFomati㎝ボレ

ボイ1909舛一川支流の沢の名に由来する)層(中新統上

部)ヌトボ(N砒0T0Fom洲㎝ソコロフとチホノビッ

チユ925川の名に由来する)層(鮮新統)に細分される.

ダエブリエ層はち密な珪質の砂泥質頁岩シルト岩か

らなり泥岩砂岩を挾在する.層厚ほ1,000m以上.

ウィナ層は暗灰色なv･し緑灰色泥質頁岩からなりシ

ノレト岩や細粒砂岩を挾在する.頁岩中には板状泥岩の

はさみがみられる.層厚1,000㎜以下.

ダギ層は頁岩状泥岩シルト岩よりなジち密な暗灰

色砂岩のはさみを有する.オノ･～エノ･ビ地区での本属

の厚さは1,000mに達する.

オコビカイ層ほ北サノ･リンの主要な含ガス｡石油層で

ある.本属は砂泥質岩泥岩砂岩の互層である.

泥岩はお串に暗灰色シノレト質ないし砂質でち密である.

砂は灰白色ないし灰色細粒または粒径が不均一でち

密である.本属には20枚におよぶ砂層がありその多

くは可採量の石油とガスを含んでV'る.層厚は894㎜

(オハ地区)ないし1,505㎜(サボ地区)である.

ヌトボ層はおもにオコビカイ層と整合(二三力所で

は不整合関係)で少数の泥岩のほさみを有寺る砂層お

よび砂岩層からなる.層相上の特徴から本属は3部属

ないし互層にわげられる.すなわち下部は泥質砂質

で層厚1,000血以下中部は粒径赫不均i声砂苓礫岩

のはさみを有し層厚1,500㎜以下上部ほおもに砂お

よびシルトからなり層厚1,000㎜以下である.全層

厚は3,500㎜に達する.その他の地区における第三系

の区分は上記のものとは異なっている.北サハリン各

地匿の第三系の対比(SNアレタセイチタによる)を

第1表に示した.

第三系の全層厚は約10,000㎜である.

地質栂遺

構造上サハリンは複雑な摺曲構造をなし古生界

白亜系第三系の構造列からなっている.

サノ'リン島で現在みられる構造は大多数の研究者の

見解(SNアレタセイチタその他)1により3つの

主構造要素に分けらている.すなわち東サノ･リンお

よび酉サハリン複背斜構造中央サノ･リン複向斜構造で.�



一23一

ある(第1図).

東サノ･リン複背斜は島の東部全域を占めほぽ南北性

の走向を示し北部のシュミット半島から南部チェルペ

ニア湾(旧名は多来加湾)まで追跡される.複背斜の東

部はオホｰツク海岸によって限られ西部での境はトゥ

イミｰポロナイ沈降部の東端に存在する.全体として

この複背斜の構造は複雑である.

この地域は5つの構造区にわけられている.すなわ

ちIシュミット半島区IIオハ区IIIダギ区IV

ナビリスキｰ区Vラトマノフスク区である.サノ･

リンにおける大部分のガス｡石油鉱床はオノ､構造区に関

係がある.

オノ'構造区はシュミット半島の地峡とバル川東西線と

の間に位麿している.この地区はさらに7つの背斜

帯に分けられこれらの背斜帯は南北ないし北北酉方向

に伸びている.1)海岸帯2)エノ･ビ帯3)パロマイ帯

4)サボ帯5)ニェクラソフカ帯6)ギルギラニィ帯7)

オッソイ帯局部的な背斜摺曲はこれらの背斜帯内

にある.現在オハ構造区では全部で39の局部的な背

斜が識別されておりその大部分は各種の型の断層転位

のため著しく切られている.

サハリンの石油およびガス鉱床は2つの帯エノ'ビ

帯とサボ帯に集中している.エノ･ビ背斜帯にはオハ

南オハエハピ東エハビトゥンゴｰノレなどの大規模

な石油およびガス鉱床がある.サボ背斜帯はエノ･ビ帯

の西方にありエシェロン状にならぶ7つの短軸背斜榴

曲からなっている.2つの摺曲(ギリャｰク･アブナ

ン背斜とサボ背斜)にはガス･石油鉱床がまた他の

2つ(エノレリ背斜とマｰロエ｡サボ背斜)にはガス鉱床

がある.

局部的な構造形態は第三系からなるカミこれらはおも

に短軸背斜であって東翼の方が急傾するのカミ普通であ

る(サボでは酉翼カ至急傾しているカミ).しばしばこ

の摺曲は断層転位で切られ独立した構造ブロック列に

なっている.最も著しい断裂は逆断層的おしかぶせ断

層で大部分は傾斜ポ強い方の翼部に存在しており主

要摺曲の軸線に平行な走向を有する.種々な性質のよ

り小さな転位(落差数㎜から100～150m事で)の走向は

斜交および直交方向が優勢でありその構造の境界外ま

でには伸びない断裂である二一島の北部における大部分

の摺曲は南北に近い走向を示し東翼の方か急傾斜し

酉翼側は緩傾斜である.摺曲の長さは5～壮m幅

は1～3kmである.短軸背斜以外では延長20～30km

の背斜摺曲(パロマイ背斜)が認められまたドｰム

状の形態をもつ摺曲(南オハマｰロエ｡サボ背斜そ

の他)も知られている.

西サハリン複背斜は日本海東岸およびタタｰル海峡

(旧名は間宮海峡)沿いにクリリオン半島(旧名は能登呂半島)

から北のサノ･リンスキｰ湾まで延びている.この複

背斜のドｰム部は白亜系からなるが周縁部や翼部では

第三系が発達している.この複背斜は3つの構造区

すなわちランゲリｰ区アレキサンド1コフスク区ポ

ギビ区に分けられる.

中央サノ･リン複向斜は上記の両背斜間に挾まれ南部

のポロナイ川の河口から北部のバイカル湾まで分布して

いる.この複向斜は全体力甥三系からなり複向斜内

とくにその北部では鮮新統からなる緩傾斜の短軸摺曲

カミ確認されている.これらの摺曲はポリシェレチュシ

スクおよびトゥイミｰポロナイ構造区を形成してv･る.

1961年までに発見開発されたガス鉱床とぞ杓らの層相上の特徴

現在サノ･リン地域では中新統中部および上部部分

的には鮮新統中の砂岩泥岩層に関係する可採量に達する

ガスと石油の集積部が知られている.

1961年までに3つのガス鉱床一南オノ･(1947年に開

発)エノレリ(1954年)マｰロエ･サボ(1958年)と

6つのガス｡石油鉱床一エハビ(1937年)ギリャｰク

･アブナン(1949～1955年)パロマイ(1950年)サ

ボ(1955年)ニェクラソフカ(1956年)トゥンゴｰ

ル(1957～1958年)が知られている.大部分の鉱層は

オコビカイ層と関連カミある.貯留層は泥岩層によって

互いに分けられている砂岩とシルト岩である.

オコビカイ層の砂質岩の平均孔隙率は15～20%の範囲

で変化し浸透率は10～1,000ミリダノレジｰの範囲で変

化する.シノレト質岩は5～20%の孔隙率1ないし100

ミリダルシｰの浸透率で特徴づけられる.砂岩は砂質

岩と泥質岩の薄いひんぱんな互層で層厚は1～2㎜か

ら数10mである.

ガス鉱床の構造様式

産ガス層は著しい層相変化を伴うのが特徴である.

大部分のガス層およびガス･石油層は次のような規模で

ある.すなわち長さ1,400～2,700m幅300～750㎜

である.北サハリンにおける鉱床の鉱層は2灘に分け

られる(VYaラドネルによる).A型は層状であり

B型は泥質岩中の砂のレンズに賦存する層相封鎖型のも

のである.鉱層はトラップの性質と形態からドｰム型

鉱層と遮蔽型鉱層の2亜群に細分される.層状ドｰム

型鉱層はさらに次のように細分される.

1)外縁線が閉じているトム型鉱層(南考ハの第4および17

層のガス層その他)�
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一都が層相封鎖型のドｰム型鉱層(ギリャｰク･アブナン

鉱床の第IYおよびXVI嘱その他)

一部カS構造封鎖型のドｰム型鉱層(東エハピの第2628お

よび29層の油層その他)

一部が層稲封鎖型のドｰム型鉱層(東エハピの第27層)

層状遮蔽型鉱層は逆断層(原文では皿p･dipな断層という

表現を用いている)で切られた層中に形成されるかある

いは貯留層が尖滅したり浸透性の低い岩石に移化した

りするために形成される.従ってこれらの鉱層は以

下のように細分される.

1)層相艦蔽型(南オハの第19層ユルリの第XYII層その

他)

2)層楯艦蔽型で一部が構造封鎖型

北サハリンの鉱床ガスはメタン質で比重は0.5750か

らσ8363まで変化する.試錐試験における最初のポテ

ンシャル流量(原文を英語流に表現すればpOt㎝tia1亙OWと

なる.適訳が鮎･ので仮にポテンシャル流量とした)は日

産5万㎜3から50万㎜sの範囲で変化した.湯量(原文

を英語流に表現すればworki㎎肋wとなる)は日産5千皿3

から15万㎜3である.

上述の鉱床のほかに一連の石油ガス有望地域があ

る.現在ユルリサボギリャｰク日アブナン南

オノ･トゥンゴｰルの各鉱床でガスの採取沸行なわれて

いる.最も有望な地匿は島の北部および中央部で石

油ガスを含む見通しがあるのは第三系と白亜系である.

最近はサハリン島南部における石油とガスの探査が重

視されて〉'る.
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ユルリ舷床

オコビカイ層の第X層

からみた構造図(N
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1一等深線2一井戸

3一ガス4一合ガス

層準5一構造転位

I-I一断面

鉱床各論

ユルリ鉱床本鉱床はオノ･市南方50kmに位置し

ている.この地域に関する最初の情報は1932年AV

シチェルパコフによりもたらされた.1947年から1949

年にかけて重力および電気探査が実施された.1950年

構造試錐が始められ総延長1,340軸の4つの演層試錐

が行なわれた.1950年9月深層探査試掘井1号が起

工された.

1953年12号丼でガス徴が確認されたがっいで1954

年に可採量に達するガスを含むことか7号11号12号

井で明らかにされた.1950年から1957年間に極東石

油トラストによって総延長48,119㎜に達する26本の試掘

井カ茎掘削され1956年から稼行…きれている.

ユルリ背斜構造に関係する地層はヌトボ層オコビカ

イ層およびダギ層である.摺曲の頂面はヌトボ層の砂

層からなりヌトボ層は3互層に細分される.下部は

全層厚200～250mで泥岩質中部は200～250㎜で細粒砂

上部は淘汰不良の粗粒砂で層厚200m以内である.構

造および深層試錐によるとヌトボ層の全層厚ほ935皿

に達する,試掘のデｰタからみると本属の断面には

14枚の砂層が認られそのうち1枚(M)層がガスを含

んでいる.下位には砂泥質層からなるオコビカイ層が

整合に重なる.オコビカイ層の断剛こは20枚の砂層

(第I層から第XX層まで)がみられこのうち3枚が

可操量のガスを含んでいる.砂層の間には泥岩のはさ

みカミあり全層厚は1,400～1,580mである.･

ダギ層は暗灰色ち密な砂岩のはさみを伴うシルト岩と

頁岩質泥岩からなっている.ダギ層では第泌I層から

第XXVI層まで6層が認められる.判明した層厚ほ460

皿である.エノレリ鉱床は北サハリンの全般的な地質構

造からみると東サノ･リン複背斜の北部に位置しサボ

背斜帯に属している.ユルリ隆起部は南北走向の短軸

背斜で習曲の長さは7k㎜幅は3kmである.溜出

のドｰムは緩傾斜で繕曲軸は北酉方に移行する傾向於

あり頂翼は8～12｡で緩傾斜であるが東翼は65～70｡

で急傾斜である.この習曲は断層転位のため一連の構

造ブロックに分かれている(第2区および欝3図).

9号井は深度1,083mで転位面を貫くため地層の断

面のうち錦VI層の上部第V層および第V砂層と第IV

砂層間の泥岩部が欠け欠如蔀分は合計120mに達して

いる.この断層転位ほほとんど東西方向の耳断層的水

平ずりで断層面は南傾斜である.さらに北方でも正

断層的水平ずりが認められる.'水平転位量は200m

落差は170㎜である.ユルリ湾曲の歯周縁部は正断層

型の転位で切られておりこの転位は4号井で確認され�
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でいる.ここでは深度1,410mで第IX砂層が欠けてい

る.このようにユルリ構造は3つの転位によって4

つの構造ブロックに分かれてv･る.第III構造ブロック

には酒曲のドｰムが含まれ可採量のガスを伴う.

電気探査結果からユルリ地域の南部に独立した背斜

摺曲の存在が指摘されている.ユルリ鉱床でほオコビ

カイ層(第III構造ブ回ヅク)の中部および下部にある第

.YIIXXVII属ならびにヌトポ層(第I構造ブロッ

ク)のM層にガスを含むことが認められている.

第VIIガス層は深度1,167mから1,240mの間にある.

本属は2号7号井で始めて試験され自噴ガスが得ら

れた.7号井におけるガスのポテンシャル流量は日産

1,080,000m3に達した.第VI工層の層相は砂および砂

岩で泥岩のレンズ状のはさみを有する.砂は細粒灰

白色ないし灰色泥質である.砂岩は暗灰色で細粒で

ある.層厚は北から南へまた東から酉へ向かって減

少する.

構造の東翼では砂のはさみの全層厚は77mに達する

が酉翼では砂が泥岩に移化するため5mに減少する.

第VII層の全層厚のうちガスの飽和部はその上部のみ

である.有効層厚は5.8m有効孔隙率は20%である.

第VII層のガス層は1956年から7号井だけによって採

取されている.'1961年1月1日現在までに本属から

32,500,000msのガスが採取され現在のガス層圧は

112.8気圧である.7号井の1目平均の流量は20,000

m3残余埋蔵量は77,000,OOOm3である.

層厚は4.4m孔隙率は20%.第III構造ブロックの中

央部(7号14号井)では第XVII層は不透性のはさみ

に移化するので南北2つのレンズ状岩体に分かれる.

そして北レンズ状岩体は含水性であるが南レンズ状岩

体は合ガス性である.南レンズ状岩体は長さ1,100m

幅550狐厚さ15mである.

篤XVII層中のガス層は層相遮蔽型である.ガスと

水の接触部は一1,785血の等高線に沿っている.含ガ

ス層準は10mである.ガス層ほ1957年10月から稼行

を開始し現在は2つのガス井(10号五9号井)によっ

て採取さ'れている.現在ガス井の流量は日産16,000

～20,000m3である.ガス層圧は採ガス中に1957年の

159気圧から下り現在では85.1気圧である.本属か

らは総計34,600,000皿3のガスが採取され残余埋蔵量

は29,800,000msである.北部の第I構造ブロックで

はヌトボ層中のM層のなかに小規模なガス層があるこ

と洪確認され1960年に採取カ茎始められた.このガス

層はM層の上部に存在し構造遮蔽型である.ガス飽

和部の厚さは8.8皿である.合ガス層の厚さは25m.

ガス層は南は第I構造ブロックと第II構造ブロックとを

境する転位によって限られガス埋蔵量は約22,000,000

maである.ガス層は17号井によって採取されており

ガス層圧ほ2a7気圧目産流量は8,000m3である.

ユルリ鉱床のガス層のガス組成は第2表のとおりであ

る.

第Xガス層は細粒灰色ないし灰白色で淘汰のよい

未凝固の砂からなり所々に泥岩のほさみを有する.

層厚は北東から南西に向かって38mから10mに減少する.

有効層厚ほ10･2m孔隙率は20%である.

第X層のガス層は層状で第III構造ブロックのドｰ

ム部に存在する.ガスと水との接触部は一1,375mの

等高線に沿っている.合ガス層準は12～18m最初の

ガス層圧は137気圧であった.ガス層は11号および18

号井によって1956年から採取されこの西井で1961年1

月1日現在までに64,400,000m3のガスが採取された.

ガス層は長さ2,650m幅750皿厚さ15m現在のガス

層圧ほ127.8気圧である.現在11号井の1目平均の流

量は38,000ms18号井は30,000mヨガスの残余埋蔵量

は212800,000m3である.

第XVII層のガス層は灰白色粗粒ち密な砂岩で一

連の場所では泥岩をほさんで別々のはさみに分かれ一

部は尖滅して泥岩に移化する.従って砂質部の厚さ

はO～8mと変化するが平均6～8mである.有効
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策2表ガスの化学組成(%)
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1961年1月1日現在におけるユルリ鉱床の産ガス量の

総計は131,500,000m3Bカテゴリｰ(ソ連における埋蔵

量の精度を表わす用語.AからCカテゴリｰまでありごれら

はさらにAlA2BClC2に細分されている.埋蔵量の

探査度はソ違の地質学辞典によれば以下のように定義されて

いる.A1:試掘井から確実に採油(ガス)可能な埋蔵量.A2:

探査地域で産油(ガス)井に基づいて掘削された産油(ガス)井

から採油(ガス)可能な埋蔵量由それらの油(ガス)井から採

取する目的では追加試錐は必要としない.B:探鉱試錐ではま

だ鉱床の輪郭は明らかにされていないが可採量に達する石油

ガス沸あると判明している地域の1新油(ガス)井で採油(ガス)

し得る埋蔵量〔可採鐙の石油ガス茄得られる油(ガス)井を有

する〕Bカテゴリｰの埋蔵量を有する地域でほ追加試錐カ必要

である.C1:可採盤の石油あるいはガスはまだ得られてい恋い

カ童ガス油徴の存在が知られている薪鉱層や薪鐘床による埋

蔵量あるいはその近くで類似の探査対象物カミ存在する場合の

埋蔵量.C2:ガス油層の存在に有利な地質デｰタを有する構造

や地域による埋蔵量)による残余埋蔵量は319,600,000m3

である.

サボ鉱床このガス石油鉱床はオノ･市南方80k㎜に

眺皿

位置している.サボ地域では1951年まで地質調査や地

化学探査が実施されてきた.上記の地域で1952年から

深層試掘試錐が行なわれた.1961年1月1目までに全

部で4体の試掘井ポ掘削された.1955年オコビカイ

層カ茎可操量に達するガスと石油を含むこと添確認された.

サボ背斜紹曲の構造にはヌトボ層オコビカイ層ダ

ギ層カ欄係している.ヌトボ層は砂からなり少数の

泥岩のはさみを有する.オコビカィ層には(下位から

上位へ)P～L層と第I～WIII層と名付けられている

22枚の砂層カミある.最初のPKLの3層は1つの

砂泥質の地層灘を作り砂層の比抵抗が大きいことによ

って下位層とは区別される.この地層灘の全層厚は

平均340mである.オコビカイ層は泥岩頁岩砂お

よび砂岩の互層からなり全層厚1,680㎜である.ダ

ギ層は灰色なv'し灰白色ち密な砂および砂岩と暗灰色

泥岩との互層である､

構造上サボ隆起部は東サノ･リン複背斜オノ･構造区

のサボ背斜帯に属している.北方にはユルリ構造とギ

リャｰク｡アブナン構造茄南方にはマｰロエ･サボ構

造が分布している.サボ隆起部は南北走向の背斜であ

る.この構造の翼部の傾斜はさまざまで深さによっ

てその価は変化する.上部の層準では両翼部の傾斜

角は3～5｡であるカミ下部では増加する(第4図).

摺曲の北部には正断層的水平ずりであって北東方向

に延びる断層転位カミ講められる.断層面は7号井では

第XVI砂層の基底の下位で確認された.このため試錐

により貫かれた断面では74則こ達する砂泥層か欠けて

いる.またこの隆起帯の中央部と南部でも正断層的

水平ずり型の転位が確認されている.摺曲全体に沿っ

て摺曲軸方向の転位が追跡される.

サボ地域における深層試掘試錐の結果から5枚の可

採量のガスを含む第XIIIXIVXyXV工XV工Iの

各層の存在とダギ層中の1層準にガスの存在が明らか

にされオコビカイ層の第XIIIXVI工I層およびダギ層

中に油層が発見されてv'る.油層は小規模で中央お

よび北ブロックのドｰム部にあり直交および斜交転位

のため著しく乱れている.

岩

第4図サボ鉱床第XVII層の頂部からみた構造図

1一構造転f立2一井戸

第XIIIガス｡石油層は深度1,622～1,635則こ分布し

ている.本属の試験では日産100,000～505,000m3

の絶対自由流量を伴った自噴ガスが得られた.このガ

スはメタンを92～95%を含んでいる.貯留層は泥砂質

のシルト岩と互層す名灰白色砂岩で有効層厚はブロッ

クにより変化し6.2～117m有効孔隙率は13%である.

第XII嘱のガス層は層状ドｰム型で構造遮蔽型である.

ガス層は長さ1,700並幅800m厚さ70m最初のガス�
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層圧は160気圧であった.B+C1カテゴリｰによる1961

年1月1日現在のガス埋蔵量は119,600,000m3である

がC男カテゴリｰでみた場合には75,000,000m3である.

第XIVガス層は深度1,679～1,696㎜に分布している

(北ブロック).本属の試験で日産423,000～121,OOO皿3

の自噴ガスカ童得られた.:B+C2カテゴリｰでみた場合

のガス埋蔵量は123,200,000m3C2カテゴリｰ}こよれぱ

121之000,O00㎜3である.

第XIVガス層は細粒でシノレト質泥質の灰色砂岩からな

り泥質シルト岩と互層する.全層厚は0なV･し16m

層庫は北東方向に減少する拮有効層厚は&6m有効孔

隙率は14%浸透率は241ミリダルシｰである.ガス

層は層状構造遮蔽型で最初のガス層圧ほ161.5気圧

未稼行である.

第XVIガス層の層相は灰色ないし灰白色細粒および

粒径が不均一の砂および砂岩である.層厚は北東に向

って減少し22～45mの変化を示す.有効層厚は28m

有効孔隙率ほ18%であ亭.ガス層は層状ドｰム型で

層相遮蔽型であり最初の層圧は171.7気圧未稼行で

ある.C｡カテゴリｰによるガス埋蔵量は1961年エ月1

目現在で319,000,000㎜3C2カテゴリｰでみた場合には

683,800,000m3である.

第XVIIガス･油層は灰色なV･し灰白色細粒および

粒径が不均一の砂岩でわずかに泥質である.断面で

みるとこの砂泥質部層は5～6枚の独立した透水部分

に分けられる.本層中の産ガス部の有効層厚は6.8m

有効孔隙率ほ20%浸透率は50～170ミリダルｰであり

ガス層は未稼行である.最初のガス層圧は178.5気圧

であった.

1961年1月1日現在のB+C1カテゴリｰによるサボ鉱

床全域のガス埋蔵量は754,800,000m3C2カテゴリｰ

では1,147豆200,000m3になる.採取中に発見されたの

は第XIIIガス･油層だけである.1961年1月1日現在

までに本属から1,900,000m3の天然ガスカミ採取された､

現在サボ鉱床は探査中である.1959年から1960年

にかけて第XII層は可採量の石油を含むこと第XV層

はガスを伴うことダギ層柱ガスと石油を含むことカ茎

確認された.第XV層のガスはこの構造の北ブロック

で得られ28号井の試験では8肌㎜連結パイプによって

日産123,000m3のガス溌得られた.しかし稼動1ヵ

月後にガス井は層内水で充填されてしまった.ダギ層

のガスは本鉱床の中央部に位置する46号井(2,180～2芋

195m)から採取された.坑口開放のままで約100,000

減
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～150,000m3の純ガスカ茎

得られたがその後こ

のガス井のガスは水に変

った.ダギ層の石油は

この構造の北ブロック音こ

ある42号井の深度2,020

～2,044mに分布する油

層から得られたもので

6mm連結パイプで日産

15tか字尋られた.

[1コ

因南オハ鉱床本ガス

回･石油鉱床はオノ･市南方

第5図南オハ鉱床第XIX層の項6kmサノ･リン島北部の

部からみた構造図(PVイ

ワノフによる)東海岸把位置してv'る.

1一発戸2一構造転位3

一明瞭な合ガス屑準1943年南方オノ･隆起

部で深層試掘試錐か始められ1947年R-3号井の試

験によってオコビカイ層中に稼行可能なガス層が4枚

存在することが判明し杷､本鉱床のガスの採取は1948

年に開始された.1948年から1951年にかけて南オノ･地

域でほ開発用の試錐を含めて7本の構造試錐ポ行なわ

れた.

南オノ･鉱床の構造はヌトボオコビガイダギの各

層に属する第三系が関係している.試錐により判明し

た最も古い地層はダギ層(中新統中部)の上部である.

その上位には層厚1,320mに達する砂砂岩泥岩か

らなるオコビカイ層(中新統上部)が累重する.本属

には4～20枚の砂層が認められる.オロピカィ層は摺

曲のドｰム部が地表に露出してv'る.ヌトボ層(鱒新

統)ほ摺曲の翼部に発達し層厚五､000㎜の砂泥質の地

層灘である.構造上南オノ･鉱床は南サハリン複背斜

の北部に位置し南北方向に延びるドｰム状背斜摺曲で

ある.

この摺曲は東翼が急傾する非対称構造をもちドｰム

付近の傾斜は15～25｡であるか東に向かって傾斜角は

急激にふえ40～45りご達する.摺曲軸から1㎞一以

上離れた酉翼では傾斜は15｡以下である.深層試錐

により判明したところでほ南オハではおもに直交断

層の性質をもつ二三の逆断層がみられる.そのうち

で最大の断裂(正断層)は本地域の北部にあり落差約

400m一である(第5図).深くなるにつれて溜出のドｰ

ムは各層の層厚変化に伴って西方に著しく移行する対

南オノ･鉱床で可採量のガスを含むものは第41617

層ガスと石油を含むものは第1819層である(オロピ

カイ層)

砂岩からなる第4ガス層は最初の埋蔵量は11,000,000�
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m3であったカミすでに1950年

ごろ採掘を完了した｡

第16ガス層は泥岩のはさみ

でへだてられた3枚の砂のは

さみからなる.この層は灰

色細粒ないし中粒の砂で

�

泥岩および砂泥質頁岩のはざ

＼

�

みを伴う.全層厚44mない

鍛

鰯撚

し58m有効層厚12.5伽本

､

!｡7｡回層の平均分布深度は993mで

､ある.ガス層の粒度組成は

1次の通りである(%)O.01m

�

m以下一23.30.1～0.01

mm-35,960.1～O.25㎜㎜

巨:コ1-33･010125～0･5mm一

区ヨ25･065狐m以上一2･67地

匡コ3城により孔隙率は王&8から

25,2%と変化し有効孔隙率

払｣｣弛

は21%である.

第6図ギリャｰク･アブナン鉱

床､第XVII層の産ガス

部の底面から縦構造図第16層のガス層はこの構造

1一構造転紘2一等深線

3一井戸の北のドｰム付近のブロック

に存在する.合ガス域外縁は985mの等高線上にあり

断裂線で限られている.合ガス域は面積63ヘクタｰル

カス層の層厚は35㎜である.第16層は1949年から14号

井で1950年からは26号井で採取されている.

14号弁の最初の湯量は1目平均51,900狐3最初のガ

ス層圧は75気圧現在ほ6.4気圧である.14号井と26

号井か稼動申である.1961年までに50,200,000m.3の

ガスが採取され残余埋蔵量は28,400,O00㎜sになる.

第17ガス層ほ細粒泥質砂砂岩および砂質泥岩の互層

である.本属の全層厚は変化にとみ30～57揃である圭

有効層厚は14,3m有効孔隙率は19%である.

ガス層は北の構造ブロックにあり1948年から稼行さ

れて∵･る.1961年までの全採ガス量は74,200,000皿3

残余埋蔵量は52,000,000㎜8である.現在のガス層圧

は11.8気圧25号井だけが稼動中である.

第18ガス由油層の層相はち密な泥岩のはさみを伴う灰

色細粒の泥質砂岩である.ドｰム部における本層中

部の深度は1,155mである.全層厚は16～26肌で本

属の最厚部は摺曲の西翼にある.･有効層厚は11.3㎜

孔隙率は地域によって21.1～2τ7%と変化する.第18

層のガス層ほ厚さ12～18mの油を含む周縁部に取巻れて

いる.このガス層は1959年から稼行され最初からの

全裸ガス量は72,600,000㎜3残余埋蔵量は227,600,000

m8現在のガス層圧は11.9気圧21号および24号井で採

ガス中である.

第19層は石英の細礫および雲母の細片を含む灰白色の

泥質砂および砂岩から主としてなっている.本属は層

相変化が激しく場所によっては完全に泥質の不透性の

岩石に変化してしまう.本属の上部は通常砂砂岩

および泥質頁岩の互層であるカ§下部は多小均質な細粒

砂からなる.本属の中部の深度は1,210㎜である.

含ガス域内における第19層の全層厚は0～32mの変化が

あり最大層厚部は構造の東翼に存在する.層厚は東

方および南東方に向って20～16mに減少するがドｰム

部では完全に尖滅する.有効層厚は13.6血である.

粒度組成をみると第19層の貯留岩は第18層と同様

細粒泥質なものでO,1～O.25軸mのものカ茎卓額し

(40.5%)O.01～0,1㎜mのものは38.75%O.01mm以

下のものは17.8%である.孔隙率は24.1～26.7%有

効孔隙率は25%である.ガス層ほ層状をなし層相遼

薇型で油を含むせ襲い周縁部で取巻れている.ガス

はメタンを87～97%含み比重はα625である.ガス

層ほ1949年から稼行されている.1961年までの全採ガ

ス量は33,000,000㎜3残余ガス量は314,000,000m3で

ある.第19層のガス層は22号および23号井で稼行され

ている.現在のガス層圧は4.3気圧である.商オノ･

鉱床のガス層別の化学組成と比重は第3表の通りである.

第3表ガスの化学組成(%)

ガス層

�

�

�

�

1･肌

���

���

���

���

1脳1…1

㈬�

㈬�

㈬�

㈮�

��

��

��

��

N2+希ガス

㈬〶

��

�㌴

㌮㌲

1比重

��㌹

���

��㈱

��㌲

生産開始以来1961年1月1目現在までの庸オハ鉱床

全体のガス採取量は230,000,000msBカテゴリｰによ

る残余埋蔵量は622,200,000m3になる.

ギリヤｰク･アブナン鉱床本ガス･石演鉱床は

オハ市南西方15k㎜に位置する.ギリャｰク･アブナ

ン地域では1946年から深層試掘試錐が行なわれた.ガ

スと石油を含むことは1950年に8号試掘井で初めて確認

された.ごの試錐の試験で深度1,576～1,579mのオ

コビカイ層の第XVII層から自噴石滴が得られた.そ

の後“1M"IVVXIIIXVの各層はガスを第XVI

層はガスと石油を伴うことが確認された.ギリャｰク

･アブナン鉱床の構造にはヌトボオコビガイダギの

各層の砂泥層が関係している.ヌトボ層はおもに砂お

よび泥質砂からなり少量の砂質泥岩を伴う.全層厚

2,200m.オコビカイ層は砂泥互層からなる.オコビ�
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カイ層の断面では23枚の砂層(DEからX工Xまで)が区

分される.全層厚2,100皿.ダギ層は暗灰色ないし灰

色ち密な泥岩と砂岩からなる.

ギリャｰク｡アブナン鉱床は構造上東サノ･リン複背

斜のサボ背斜帯に属する大規模な非対称背斜摺曲で北

酉方向に17k㎜延び一連の転位に切られて別々のブロ

ックに分かれている(第6図).

摺曲のドｰムは広く緩傾斜でオコビカイ層上部の砂

泥層からなる.摺曲の酉翼は緩傾斜でドｰム部やド

ｰム付近の部分では5～7｡である.摺曲軸から酉へ

1,000～1,200㎜離れた所では傾斜は10｡に達する曲

東翼ではより急傾斜でドｰム付近の傾斜は13～15｡に

達しこの傾斜は東方に増して30｡になる.

深層試錐の結果この紹曲を4ブロックに曲る正断層

的水平ずり性の3つの転位カ湖らかにされ走.この転

位の1つはこの構造の北の周縁部を切りその断層面は

南東に傾斜している.垂直落差は約30mである岳正

断層性の第2の転位はこの構造を斜めに切り断層面は

北東から南西に落ち落差は30～50mである.第3の

転位は正断層的水平ずりである.この転位ほ22号井の

深度1･400mで確認され層厚17mの部分カミ欠けている.

正断層クラスの小さな一連の転位も確認されている.

ギリャｰク･アブナン鉱床ではヌトボ層のM属ならび

にオコビカイ層の第IVVXIIIヌV層がガスを伴い

オコビカイ層の第XVIXVII層か石油とガスを伴うこ

とカ茎認められている.ヌトボ層のM層ほその下部にあ

り砂泥質岩よりなる.本属がガスを含むことは1951

年に9号井(232～236血間)で初めて確認された.本

属の試験で日産143,600m3の自噴ガスカ§得られた.ガ

ス層は貯留層の最上部にありガス飽和部の厚さほ本ガ

ス層の全層厚60～70㎜のうち6m以下である.このガ

.ス層を開発している全ての試錐は急激に水で充填された.

“M"層からは総量19,000,000m3のガスが採取され残

余埋蔵量ほ3,100,000㎜3と決定されている.オコビカ

イ層の第IV層は2枚の砂のはさみからなり有効層厚は

6.3m有効孔隙率は17%である.ガス層は上部のはさ

み中にあり層相連蔽型である.ガス層は良さ&300

㎜厚さ30mで幅は300～900mの変化がある.本ガ

･ス層は1953年から採取されている.開発中の試錐は10

28429号井である.これらの全試錐は層内水で充

填されてしまった.本属から283,000,000msのガスカ茎

採取され残余埋蔵量は24,100,000m3であるカミ現在

は稼行されていない.

第V層からは31,000,000m3カ螺取されC1カテゴリ

ｰの残余埋蔵量は10,300,000㎜3である.第XII工層か

らは27,600,000㎜3が採取されBカテゴリｰによる残

余埋蔵量は52葦000,000醐3である.

第XV層の層相は砂質岩と泥質岩のひんぱんな互層で

ある.本属の砂のはさみは激しい層相変化で特徴づけ

られいろいろな方向にしばしば尖減する.本属の最

大層厚はドｰム部にありそこでは全層厚は32mに達す

る･ドｰム部における砂のはさみは厚さ25m砂質岩

の有効孔隙率は17%である.第XV層がガスを含むこ

とは1953年に確認され現在29304148号井が開

発されている.現在のダス層圧は43.5気圧1961年1

月1日現在本層からの採ガス量は202,600,000㎜3残

余埋蔵量は3α400,000m3である.

第WII層は深度1,663則こある.層相は泥岩のはさ

みをもつ灰白色細粒砂である.本層中には3～4枚

の砂のほさみがありこれらはこの構造の北の周縁部で

最大層厚に達しドｰムに向って尖滅する.第XV工I層

の全層厚は0.5～37㎜有効層厚ば13.7血有効孔隙率

は17%である.

第XVIII層のガス層は長さ1,700㎜幅230～450m層

状層相遮蔽型である､ガスはおもにメタン質で

(C町94.65%)比重は0,689である｡ガス層は1950

年から稼行されている.最初のガス弁の湯量は24,300,

000㎜3である.1960年1月1日現在の残余埋蔵量は

152,70α000ms現在本層は稼行されていない.

現在のおもな産ガス層は第XV層で泥岩のはさみを

有する砂層である.有効層厚は1α7m有効孔隙率は

17%である.他の含ガス層は薄く厚さは5～8mで

ガス埋蔵量は少ない.1961年1月1日現在ギリャｰ

ク｡アブナン鉱床の全産ガス量は338,800,000m3鳥十'

C1カテゴリｰによる残余埋蔵量は272,600,000㎜3であ

る.ギリャｰク｡アブナン鉱床の将来性はダギ層の合

ガス･油性の如何にかかっている.

マｰロエ｡サボ鉱床本ガス鉱床はオハ市南方60

kmに位置する.マｰロエ･サボ摺曲は1951年夏の地

質調査により明らかにされその後この摺曲は物理探

査により確認された.1956～1957年構造試錐により

深層試掘が準備され1957年からマｰ同工｡サボ地域で

深層試錐が行なわれ1959年オコビカイおよびダギ層

からガスが得られた.マｰロエ｡サボ隆起部地区の地

質構造には第三紀と第四紀の堆積岩類カ欄係している.

第三系はダギ層(中新統中部)オコビカィ層(中新統

上部)およびヌトボ層(鮮新統)に細分されている苗

ダギ層はち密な砂質シルト質岩と砂質泥質崇の互層から

なり剣理性のあるシノレト質泥岩と砂岩6藩いはさみを�
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少数伴っている.判明した

ダギ層の層厚は350mである.

オコビカイ層は砂質泥質の

地層灘であり泥岩が砂岩よ

り優勢である.泥岩はおも

に暗灰色シノレト質ないし砂質

＼

でち密である.砂は灰白色

なv･し灰色細粒および粒径

カ茎不均一でち密である.判

11明した知ビカイ層の層厚は

約1,650mである.オコビ

1｢カイ層はヌ/ポ層に整合にお

おわれるがヌト恭層は少数

の泥岩のはさみを伴う砂質の

地層群である.本地域にお

囲

匝コけるヌトボ層の判明した層厚

口3はユ,400㎜である.ヌトボ層

ZL｣0吐血

は全域にわたって連続した厚

第7図トゥンコロル鉱床さ2～3血の第四系におおわ

第XII層の頂部からみた

模式構造図れている.

1一尊深線構造上マｰロエ･サボ地

2一井戸

3_含ガス鰯準域は背斜である.構造はや

や非対称で東翼の万カ…急傾斜で15～18軸面翼はやや

緩く10｡である.摺曲軸ほほとんど南北性である.

東翼は逆断層型の転位のために乱れている.マｰロエ

･サボ摺曲は北部でエシェロン状にサボ摺曲にっな添っ

てV'る.一連の砂層カミ試掘試錐で開削された.1号

試掘井におけるオコビカイ層の第XVII層およびダギ層

中の2つの層の試験で可採量に達するガスカミ得られた･

貯留層の層厚は7～11㎜孔隙率は20%である.1

号井から横断面方向に掘削され花2一号3号試掘井は本

構造の東茜両翼のオコビカイおよびダギ両層の断面を開

削したがガスを産しなv･ことが判萌したのでガス層

が局限されていることは明らかである.Cユカテコリｰ

による1961年1月1日現在のガス埋蔵量は第XV工I層の

1,200,000,O00皿3とダギ層の1,753,000,000㎜3を含めて

2,953,O00,000㎜3である.本鉱床の試掘は現在継続中

そある.

トゥンオｰル鉱床本ガス･石油鉱床はオハ市

から28kmに位置している.この地域では1956年まで

ほ地質学的研究ポ実施されていた.1956年にトゥンコ

ロル地域で構造試錐か行なわれ総延長40,404㎜の構造

試錐121本が掘削された.実施され牟調査の結果ト

ゥ1■ゴｰル榛造が明らか虹きれ1957年この地域で深

部試掘試錐茄実施された.1958隼1号井の試験でオ

コビカイ層の第XX層から石一滴か10号井の試験で同層

の第XII層からガスが得られた｡1961年1月1目まで

にトゥンゴｰル鉱床では総延長76,808㎜に達する36本の

試錐か行なわれた.現在この鉱床では第XX油層お

よび第XIエガス層の試験的操行か行なわたてV･る.ト

ゥンゴｰノレ鉱床の地質構造には第四系と第三系上部カ三

関係している.第四系現世統は地形の低部に存在し

河成層残積層泥炭層で代表される､第三系はヌト

ボ層およびオコビカイ層に細分される.ヌｰボ層は少

数の泥質岩のほさみを伴う砂層からなり判明しい層厚

ほ930m｡である.オコビカイ層ほ泥軍および砂泥質の

2つの地層群からなる.本属にほ第IVV工I～X工I

XII工X1VXVXVIXVIIXVIIIXIXおよびXX

の砂層カ蜘られている.層厚1,340㎜.下位のダギ

層には第X紅XXI工砂層が知られている.

トゥンゴｰル穏曲は東サノ･リン複背斜オノ･構造区の

エノ･ビ背斜帯に属する.ξの溜曲は東エノ･ビ鉱床の西

方に位置し後者との間には狭い非対称向斜牟ある.

構造上トゥンゴｰル鉱床はほとんど南北性の非対称

複背斜である(第7図).摺曲の酉翼は広く緩傾斜で

ドｰム付近の傾斜は5～7｡である添ドｰムから西方に

増し2.5}mの地点でほ25～30｡に在る.東翼ではドｰ

ム付近で傾斜は10～15｡であり東方に向って増し25｡

になる.摺曲は長軸で約6km短軸で牢mの延長を

有している.揮曲のドｰムは深度と共に北酉方に移行

する.鉱床地域では断層転位は発見されない｡試掘

の結果この地域では第XIIXVIIWIIIおよびXIX

層中に可採量に達するガス集積部カミ第XX層中には看

油が存在していることが証明された.

オコビカイ層の第XII層は主要産ガス層準である.

層相的にはこの層ほ基底部に泥岩のはさみをもつ流砂の

部属である.砂は暗灰色榊･し灰白色で細粒脆弱

雲母質である.層厚は55～100㎜に達する由有効層

厚は20,7m有効孔隙率は21%浸透率は2～798ミリ

ダルシｰである.第XII層カミガスを含むことは10号井

の試験で証明されここでは本属の掘削後に深度1,529

～1,510m聞において3mm連結管で同座35,000皿sの

自噴ガスが得られた.ガス層は層状ないしドｰム状

幅は長軸で4,370m短軸で1,510㎜である.含ガス層

準ほ60mである.ガスと水の接触面は海面下1,523皿

の所にある.最初のガス層圧は157気圧1961年5月

1日現在155,9気圧である.第XII層のガスの組成

は次の通りである.CH4-86.9%C2H6-4.4%C3

H8-1.1%C凪｡-1.0%C5町2-O.6%比重はO.666

である.C02含量は4.8に達する.C1カテゴリｰに�



'31.一

よるガス埋蔵量は1961年1月1日現在で3,557,800,000

m3採ガス総量は22,200,000m3である.

第WIIXV工IIおよびXIXガス層は砂岩からなる.

ガス層は層状ないしドｰム状であるが一部は層相遮蔽

型である.第XVII層の合ガス層準は95m有効層厚

は12.9m孔隙率は17.2%最初のガス層圧は132気圧

である.

Bカテゴリｰによる第XVII層のガス埋蔵量は2,240,

000,000m3第XVIIIおよびXIX層のそれはそれぞれ

518,000.000246,000,000msである.現在より深

部の層準の試掘を継統中である.トゥンゴｰル鉱床全

体のガス埋蔵阜(全てのカテゴリｰを含めて)は1961年

1月1日現在8,234,000,000m一島になる.

ニェクラソフカ鉱床本ガス鉱床はオノ･市西方

27㎞に存在する.この地域における最初の情報は

AAゴロワｰノフの指導で1948年に行なわれた重力探

査で得られた.1955年この地域で構造試錐カミ1956

年には深層試錐が行なわれた.1961年1月1日現在ま

でにこの地域で53本の構造試錐と24本の試掘井カミ開削さ

れた.1957年オコビカィ層から石油が得られた.

ニェクラソフカ摺曲における深部試掘試錐は第四系と第

三系を貫いている.第三系は鮮新統と中新統上部から

なりそれぞれヌトポ層とオコビカイ層に属する.

ヌトボ層はおもに砂質岩からなりオコビカイ層の上

に整合に重なっている.ヌトボ層の判明した層厚は約

2,000㎜である.ヌトボ層はこの地域では大部分層厚

14流以下の第四系におおわれてV･る.オコビカイ層は

泥岩勝ちの砂質泥質の地層群であ亭.泥岩は暗灰色

シルト質ないし砂質ち密である.砂は灰白色ないし

灰色細粒または粒径は不均一である,オコビカィ層

の判明した層厚は1,105mである､

ヌトボ層とオコビカイ層中で判明した砂層は“A"

“B"“寸"“G"“D"“E"“Zh"“Z"“工"“K"

“L"“M"“N"IIIlIIbis(以上ヌトボ層)III

����噉噉����������

WbXVIbXVIIXVIII(以上オコビカイ層)と名

付けられている.

構造上二ェクラソフカ摺曲は東サハリン複背斜オ

ノ･構造区の千エクラソフカ背斜帯に属する･

野外調査のデｰタからみると構造的にはニェクラソ

フカ鉱床は緩傾斜(10～15｡)した酉翼と急傾斜(20～25｡)

した東翼をもちほとんど南北方向に延びるわずかに非

対称な摺典である.より深い層準(第IV層およびその

下位)では逆の関係茄みられる.つまり酉翼の万カ主急

傾斜で東翼の方ポ緩傾斜である.摺曲全体が多数の

断層転位で乱れておりそのうえ深部ヤは構造はさら

に複雑である.正断層的水平ずり型の深部転位はすべ

て地表に近づくにつれて弱く'なる.三二ェクラソフカ地

域における試掘井の試験結果から第WXIIXm

XVaXybXVIaおよgXVIbの各層に可採量に達す

る石油の集積部カ茎第XIV㎜XVIIWIIIの各

層にガスの集積部が存在することが確認された.その

ほか第XVaXVIaおよびXVIb層中にガスキヤツブ

ガ存在することポ証寧された.

7号井(第XIV層とXVa層)および23号井(第XVb

XVIaXVIIXVIIIの各層)の試験結果から可採量

に達するガスが得られた.判明したガスおよび油層は

オコビカイ層中にある.

ガス貯留層の厚さは1～25m孔隙率は1a8～18.5%.

ガス層は小規模でブロック状構造のため面積は4.2～

39.7ヘクタｰルである.C1およびC2カテゴリｰによ

って計算した1961年10月1日現在の遊離ガス埋蔵量は

193,700,000m3になる.

あとがき

以上カミサバリン州のガス鉱床に関する記載のすべてで

あるが試みに1961年当時に推定さたれ各鉱床の埋蔵

量を合計してみると140億㎜s弱になる.

この文献の第三章“ソ連邦のガス鉱床の特徴の総括デ

ｰタ"にはロシア台地東西シベリア両台地コｰカ

サス南東沈降部面トルクメンフェルガナ盆地タジ

ク共和国における推定埋蔵量と､ともにサハリン州のそ

れも表示されておりそれをこよると最大に見積っても

A+Bカテゴリｰで100億m3(埋蔵量20億m3以下の鉱床

5力所)A+B+C｡カテゴリｰで220億m3(埋蔵量20

億m3以下?鉱床gヵ所20～100億m3の鉱床1ヵ所)

となっている.いっぽうソ連代表団を迎えた日本業

界のレセプション1こ関連して朝目新聞3月18目付の朝

刊によると“しかし業界のなかにほソ連側淡オノ･油

田をい晋んとして日本側にみせようとしない点で計画を

疑問視する向きもありまた生産分与方式といっても2

億数千万ドルにのぼる金融をはじめ22万ドルにのぼる

パイプの調達など結局は各グルｰプの協調カ茎必要では

ないかとの見方があるようだ"という記事がある.

1961年以降ソ連側としても開発に努力しその成果

添あカミったために新聞紙上をにぎわすような商談をも

ちかけてきたと推測されるが日本側の希望している年

間20億皿3という線が何年間緯持でき,るかを各業界グ

ルｰプ協調のもとにあらゆる角度から慎重に検討するこ

とがこの際とくに重要苧なろう∵

(筆者は元所員現科学技術情報セ!タて)�


